
（ 2 ─ 3　数学）

（₉₀ 分）

注 意 事 項
₁．試験開始の合図があるまで，この問題冊子は開かないでください。
₂．この問題冊子は ₄ ページあります。試験中，ページの脱落等に気づいた場合は，手を

挙げて監督者に知らせてください。  
解答用紙（マークシート）の汚れなどに気づいた場合も，同様に知らせてください。

₃．解答用紙（マークシート）は折り曲げたり，汚したりしないでください。
₄．解答は，すべて解答用紙（マークシート）に記入し，解答用紙（マークシート）の枠外に

は，なにも書かないでください。
₅．試験問題は問題記号ア～リで ₄₀ 問あります。  

解答用紙（マークシート）には，問題記号がア～ンまで印刷されています。解答にあ
たっては，問題記号ア～リの範囲内で該当する解答欄に解答してください。

₆．解答上の注意は，裏表紙に記載してあるので，この問題冊子を裏返して必ず読んでく
ださい。ただし，問題冊子を開いてはいけません。

₇．マークは必ず HB の黒鉛筆を使用し，訂正する場合は，完全に消してからマークして
ください。

₈．監督者の指示に従って，解答用紙（マークシート）に解答する科目，受験番号をマーク
するとともに，受験番号，氏名を記入してください。

₉．解答する科目，受験番号，解答が正しくマークされていない場合は，採点できないこ
とがあります。

₁₀．筆記用具以外は，使用しないでください。
₁₁．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆ 年度入学試験問題
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1（ ） （ 2 ─ 3　数学）
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〔Ⅰ〕
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2（ ） （ 2 ─ 3　数学）

⑴　赤球 ₃ 個，白球 ₄ 個が入っている袋の中から， ₁ 個ずつ順に球を取り出す．ただ
し，取り出した球はもとに戻さないものとする．

⒜　 ₂ 回目に ₁ 個目の赤球を取り出す確率は
ケ

ク
である．

⒝　 ₃ 回目に ₂ 個目の赤球を取り出す確率は
サ

コ
である．

⒞　 ₆ 回目に ₃ 個目の赤球を取り出す確率は
ス

シ
である．

⑵　数列 an" ,の初項から第 n項までの和 Sn が Sn= ₂₄n- ₄₀- an で表されるとす
る．
⒜　a₁= セ

⒝　a₅₀= ソ -
₁

₂ タ

⒞　b
a a
1

n
n n1

=
-+

とおくと，数列 bn" ,の初項から第 ₅₀ 項までの和は  

₂ チ -
₁

₂ ツ
である．

〔Ⅱ〕
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3（ ） （ 2 ─ 3　数学）

⑴　9OAB において，OA= ₂，OB= ₁， AO ・OB= 1
2

とする．また，辺 AB を 
₁：₃ に内分する点を P とする．

⒜　cos+AOB=
ト

テ

⒝　OP=
ニ

ナ

⒞　頂点 B から線分 OP に下ろした垂線と OP との交点を Q とすると，  

OQ=
ネ

ヌ
OPが成り立つ．

⑵　f（x）=（₄x₂+ ₁）（₁- x）とし，曲線 y= f（x）を Cとする．また，点 A（₁，f（₁））に
おける Cの接線を lとする．

⒜　f（x）は x=
ハ

ノ
で極大になり，x=

フ

ヒ
で極小になる．

⒝　Cと lの共有点のうち，A 以外の点の x座標は ヘ である．

⒞　Cと lで囲まれた部分の面積は
マ

ホ
である．

〔Ⅲ〕
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4（ ） （ 2─ 3　数学）

⑴　iを虚数単位とし，複素数 aに対して，
i
i2
2a

a
+
- の絶対値を 2 ，偏角を

4
7
rとす

る．
⒜　

i
i2
2a

a
+
-

= ミ + ム i

⒝　a= メ + モ i

⒞　
i
i
2
2 n

a
a
+
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d n が実数となる最小の自然数 nは ヤ で，このとき，複素数平面

上の ₃点 ₀，a，
i
i
2
2 n

a
a
+
-

d n を頂点とする三角形の面積は ユ である．

⑵　aを定数とし，f（x）= ax- sin xとする．

⒜　a=
2

ヨ

r
のとき， f x dx 0

0

（ ） =
r# が成り立つ．

⒝　a=
2

ラ

r
のとき， x f x dx 0

0

（ ） =
r# が成り立つ．

⒞　定積分 2
I f x dx

0

（ ）=
r

" ,# の値は a=
2

リ

r
のとき最小となる．

〔Ⅳ〕
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